























































LGBT；lesbian gay bisexual transgender     性的少数者　セクシュアル・マイノリティー
の中では総合的な自称としてよく使用されている。L；レズビアン、G；ゲイ、B；バイセク
シュアル、T；トランスジェンダーの頭文字から。
LGBTQ；lesbian gay bisexual transgender questioning/queer    性的少数者　LGBTに Q
（クエスチョニング：迷っている人々と、クイア）をつけ加えたもの。アメリカでは LGBT
に代わって、この語が用いられている。
LGBTI；lesbian gay bisexual transgender intersex    性的少数者　LGBTにI（インターセッ
クス）をつけ加えたもの。2000年代後半から日米で、この言葉が登場している。

















































































The Yogyakarta Principles；The Yogyakarta Principles on the Application of　












unisex public toilet（unisex toilet, unisex restroom）,unisex bathroom,unisex 































































cruising ground  発展場　ゲイの人々は社会の抑圧のために、非常に小さい場所で、性の相
手を見つけざるを得なかった。そのために自然と創られた空間。






























































































PWH・PWA：Person With HIV（human immunodeficiency virus）ヒト免疫不全ウイルス

















gay and lesbian studies　同性愛研究　1980年代初頭に登場したアメリカの大学での同性愛に
ついての研究分野・教科名。




Student Safety and Violence Prevention Act　学生の安全と暴力防止の法律　アメリカ・カ
リフォルニア州法で、学校内のセクシュアリティーにもとづく差別から学生を守ることを義
務づけた法律。2000年に成立。






GSA：Gay and Straight Alliance　ゲイ・ストレート同盟　アメリカの学校における
LGBTIQ とストレートの生徒が協同してセクシュアル・マイノリティーの理解を進める全米
組織のクラブ活動。アメリカ連邦裁判所によって法的に認められている。













ILGA International Lesbian,Gay,Bisexual,Trans and Intersex Association　国際レズビア
ン・ゲイ協会　世界的なレズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、イン
ターセックスの組織。1978 年創立。当初は International Gay Association（IGA）であっ
たが1986年に現在の名前に改称した。2015年現在、110ヵ国1100組織を擁している。





































































































































































Hijra / Hijira ヒジュラー　インド北部のトランスジェンダーの人々で、一つのカーストにさ
れている。「インドの『第三の性』と呼ばれるグループに属する人。MtFトランス、インター
セクシュアル、思春期後半に去勢をした人など多種多様。」（『性的マイノリティーの基礎知
識』より）。2000年に去勢した男性が代議士に当選している。
Aravani アラバニ　インド南部の「第三の性」と言われている人々（多くは体は男性で心は
女性）。タミルナド州政府は、2007年から第三の性を認め、生活支援を始めた。学校に男女
のトイレとは別のトイレを州内のすべての学校に指示した。身分証明書にはM（男）F（女）
とは別にT（テルナンゲ、タミル語で１より多い、男と女の両方を意味する）を記す。（2008
年 7 月18日朝日朝刊）
Berdache　ベルダーシュ　南北アメリカ先住民族社会の男性同性愛者は、フランス語で「奴
隷の少年」にあたるベルダーシュと呼ばれる。この名前は押し付けられた隷属的な名前で、
現在は「二つの魂を持つ者」（two　spirits）や「男 - 女」（man-woman）という用語を好み、
使用する者がいる」（『性的マイノリティーの基礎知識』より）
Mahu　マフー　去勢した男性　ハワイ島などポリネシアに生きる第三の性の人々。男女両性
の特別な存在で、「家族を守り、伝統文化を伝え、癒しの力を持つ」（『性的マイノリティー
の基礎知識』より）
eunuch　ユーニック　去勢した男性。古くは宦官（かんがん）と言って、去勢された役人の
ことを言った。（松田健）
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chimera　キメラ　同一の個体のなかに、異なった遺伝情報が混在していること。たとえば内
性器に精巣と卵巣が併存していること。XXの女性染色体と同時に別の細胞では、XYの染
色体を同時にもっていること。
sexual deviation　性的逸脱　性的逸脱について山本直英が『セクシュアル・ライツ』（明
石書店 1997年）で挙げている中で性の対象によるものは、①小児性愛（ペドフィリア　
pedophilia）②老人性愛（gerontophilia　ジェロントフィリア）③動物性愛（zoophilia ズー
フィリア）④屍体性愛（necrophilia ネクロフィリア）⑤拝物愛（fetishism フェチシズム）
⑥近親姦（incest　インセスト）⑦自己性愛（narcissim ナルシズム）、性的手段によるもの
は、①加虐性愛（sadism　サディズム）②被虐性愛（masochism　マゾヒズム）③窃視症
（voyeurism　ボワイヤイズム）④露出症（exhibitionism エクシビショニズム）を挙げている。
あとがき
　本文の作成にあたって、資料収集にご協力くださった関西外国語大学図書館の方々、大阪市
立中央図書館の方々にお礼を申し上げます。また文章内容につきましては碩学の本学外国語学
部教授（社会学）の松田健先生と、ネイティブの立場から同学部準教授の S.R.Shrader 先生に、
幾度も深く、実に丁寧に見ていただきました。厚く御礼を申し上げます。
　また関西外国語大学2015年卒業の瀬尾太夫人さんにも見て頂き、新しい項目を執筆して頂き
ました。瀬尾太夫人さんは2014年夏アメリカへ、セクシュアル・マイノリティー研修旅行に行
かれました。また、その秋、私の授業で学友の前でカミングアウトをしてくださり、セクシュ
アル・マイノリティー差別についての話をしてくださいました。また瀬尾太夫人さんは本学初
のセクシュアル・マイノリティーの公認組織のクラブを結成するために努力されました。本文
がそれなりに活字化されるのは、瀬尾太夫人さんの勇気に深く影響されています。深く御礼を
申し上げます。
　私は英語の世界は無知で、たくさんの過誤があると思います。どうぞご指摘ください。この
拙稿を後に続いて下さるセクシュアル・マイノリティーの辞典の踏み台のひとつにしていただ
ければ、望外の幸せです。
  2015年10月29日　　執筆者　
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なお“Wikipedia”から多く学ばせていただきました。心より御礼を申し上げます。
（かとう・まさひこ　人権教育思想研究所教授）
